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日本水素工業株式会社納

微粉炭用フラクソ式空気輸送設備
Fluxo Type Pneumatic Conveyor for Pulverized Coal

西 岡 士 夫*

内 容 梗 概

近時化学工業界では微粉体の輸送管理がいろいろと問題になっているが,今回日本水素工業株式会社

小名浜工場に,微粉炭用空気輸送機としてプラクソ式空気輸送機を2系統納入した｡本設備は微粉炭ガ

ス化の輸送の一工程に入るもので,連続安全運転,自動運転,定量輸送をむねとして計画され現在その
任に当って運転中である｡特長としては操作の簡易性と,定量輸送するための秤量機をフラクソ式輸送

機に附属した点である｡

〔Ⅰ〕緒 言

最近の工業界の趨勢とLて固体を粉砕し,粉粒体とし

て取扱うことが多くなってきた｡特に化学工

分解,化合の反応

において

度などを促進し,かつ均一的操作を

行うため固体を粉砕Lその

とが盛んになった｡その辟

両横を大きくして取扱うこ

二な例は粉体流動化であるが,

微粉炭のガス化も近時注目されている問題で,この面の

設備が所々に計画されている｡これら微粉 のごとき乾

燥された微粉を取扱うことは,その輸送管理の面で多々

困難な点をこ直面するわけであるが,輸送方法として特異

な存在の空気輸送機は, 解を難囚のらハし
l
J
｢こ しうる有効

な手段の一つと考えられる｡すなわち輸送物を周囲に飛

散させることなく,連続的に狭院な場所を縫って輸送す

ることは,この空気輸送機のもつとも特長とするところ

である｡

今回日本水 株式会社小名浜工場の微粉 ガス化

装置において微粉炭用空気輸送装置を完成し目下順 に

稼働中である｡以下その内群について概要を紹介する｡

〔ⅠⅠ〕概 要

本設備は微粉炭をミル工場設備のバンカからガス室の

サービスバンカまで輸送する一式の機器で,次の2系統

および窒 ガス圧縮機よりなっている｡

(り 弟l系統

ル工場内の2基のバンカから工場の傍にある2

主バンカに微粉炭を輸送する一 の輸送系統で,これに

ほ双胴型のフラクソ式輸送機を使用している｡主バンカ

上にほサイクロ∵/式分離器とバッグフィルタを置き,微

粉炭の分離を行っている｡また同機をつかつてミル工場

の炉に使用する微粉炭もその補助バンカまで輸送管の切

替で輸送できるようになっている｡

(2)弟2系統

第1系統により主バンカに輸送された微粉炭をガス室

*
日立製作所川崎工場

目口 名 数量 l～Ll 名 数量

㊥第1系統フラクリ ~f~豆~ ㊥ドレーントラップ 2基

(うp一夕リーダンパ 2台 ⑪サイクp∵/ 9基

㊥第2系統フラクソ 2基 ⑲バッグフィルタ 2基

④秤 量 機 4台 ⑲レベルスイッチ 18個

㊥第1系統輸送管 了哀~ ⑭窒素ガス圧縮機 2台

(可第2系統輸送管 了云~ ⑯アフターク】ラ 2基

(う切 換 弁 14台 @窒 素 槽 す恵~

喧)空 気 管 1式 ⑪ブ ロ ワ 2台

垣)排 気 管 1式
一⑲フ

ィ ルタ 1基

第1図 微粉炭 空気輸送装置系統図
Fig.1.Schematic Diagram of Pneumatic

Conveyor for Pulverized Coal

の炉上にある6 のサービスバンカに分配輸送する一

の輸送系統である｡すなわち2基の主バンカ下にほそれ

ぞれ秤量機付プラクソ式輸送機を置き,同機にほシュー

トにて微粉炭が入り計量されて圧送される｡サービスバ

ンカ上にはサイクロン式分離器がそれぞれ1基ずつ取付

けてあり,大部分の微粉 は分離されて該バンカに供給

される｡一方輸送に使われた窒素ガスはパイプにて主バ

ンカまで導かれ,この上にあるバッグフィルタを経て大

気に放出される｡

(3)圧縮機系統

輸送に使用する窒 ガスを供給するもので,ガス室の･

一部に設置された250HP のガス圧縮機2台によって,

行われる(1台は予備機)｡
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〔ⅠⅠⅠ〕仕

日 立 評 第38巻 第12号

様

(り 輸送物

微粉炭 粒度.……‥175メッシュ

見掛比重...0.36～0.38

附着水分…0

水分……‖.9%

(2)輸送方式

フラクソ式空気輸送方式

第1系統

型式 DGF-SA-18

訃封定方塾動胴日.ヾ
容量12.2t/b

大いさ

1,800¢×2,650
(タンクの大いさ)

輸送管径 5′′

輸送距離 65Ⅱl

分離器

サイクロンおよ
ダフイルタ

第2系統

DGF-SA-】8

(秤量機付)

10.6tノb

1,800¢×2,650

51/

195m

(同左)

膵量塵架台

(3)窒素ガス圧縮機

型式……...BSD-WRC

回転数……580rpm

行程容積...52.5m3/min

圧力,……‥4.5kg/cm2g

取扱ガス…窒素ガス,最高温度360c

電動機……250HP

(｣)窒素槽

型式………竪塾

内容積……25m3

常用圧力…4.5kgノcm2g

(5)アフタクーラ兼オイルセパレータ

型式………横型管巣水冷式

〔ⅠⅤ〕特 長

本装置は連
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第2図

Fig.2.

運転のガス化炉への原料供給を行う重要

な役目をなす部分であるゆえ,特に下記の点に意をもち

いて計画されている｡

(1)安定連続運転のできること｡

(2)予備機運転の切替容易なこと｡

(3)自動 転を行うこと｡

(4)微粉炭の爆発を防止すること｡

(5)定量輸送を行うこと｡

これらの点ほ本設備の特長となっている項目である｡

(り 輸送の確実

輸送型式としては密閉タンク内の微粉を圧送するいわ

ゆるブロータンク方式で,磨耗部の多い他機種に比して

秤量機 付 フ ラク ソ 式空 気 輸 送機
Fluxo Type Pneumatic Conveyor with Scale

第3図 フ ラク ソ 式 空 気 輸 送 機
Fig･3･Fluxo Type Pneumatic Conveyor

輸送に確実性がある｡

(2)運転の安全

輸送機,輸送管ともにそれぞれ予備機予備管を配し,

スイッチ切替弁の操作のみでガス化炉への輸送を中断す
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第4図 空気輸送機用N2ガス圧縮枚

Fig.4.N2GasCompressorforPneumatic

Conveyor

ることなく予備機への切替えが可能である｡なお輸送機

のみは通常は双胴にて運転するものであるが,スイッチ

の切替のみで単胴運転にも切替えることができる｡した

がって2組の輸送機は4台の単胴塾輸送機にもなりうる｡

(3)自動運転の徹底

ガス化炉上サービスバンカへの輸送は照光盤上で運転

するが,6個のバンカの中いずれかゞ空になると,その

部のランプが点燈する｡このランプを見てその部の押釦

をおすと,該バンカへの輸送回路が自動的に形成され,

輸送機は自動的に槽に2回圧送して停止する機構になつ

ている｡したがって操作者ほランプに注意して,その箇

所の押釦をおすだけで 足りるわけである｡

(4)輸送の定量

ガス化炉では微粉炭の使用量が必要になるので,輸送

回路中に秤量機構を必要とするが,本設備はフラクソ部

に秤量機を使用しているので使用直前の微粉炭量が計量

されるわけである｡

(5)機器の単一化

輸送先にて分離できなかった微粉 はまた元のバンカ

までもどす循環回路を形成しているので,一定量以上の

微粉炭が供給されることもなく,送り先での分離処置が

簡便で分離器が節約できる｡

〔Ⅴ〕構 造

本設備の主要部をなすものは輸送機,輸送管,分離器,

圧縮機の4項目の機器である｡この中で普遍的なものを

除き,輸送機と輸送管途中にある切替弁,空気圧締機な

らびに全設備の制御装置の項目についてのべる｡

(り 輸送機

本装置の枢要部をなす輸送機本体ほブロータンク方式

のフラクソ式輸送機で,従来より長距離大容量輸送にお

いて連続運転の実績を有する確実な空気輸送機である｡

第5図 白 動 二 万 切 替 弁

Fig.5.TwoWay ValvewithRemote

Control

すなわち本体は一つの圧力容器に粉体の入口および出打

と,圧送ガスの入口および置換ガス出口の計4箇所の出

入口をそなえたものである｡粉体受入時には粉体入口バニ

ルブと置換ガス出口バルブが開き,粉体満量とともに上

記バルブを閉じ圧送ガス入口バルブより窒素ガスが入

り圧送を開始する｡これら粉体の満塁は水銀スイッチを-

備えたハイレベルインジケータにより,また空槽は輸送

圧の減衰を圧力スイッチにより検出している｡この二つ･

の検出機構により前記各バルブを開閉し受入圧送の自動

運転を行っているわけである｡

第2系統のものは定量輸送を計るため圧送ドラムに繋'

る各パイプに可掟管を使用し,本体自体を一つの秤量路

上にのせた構造のものである｡秤量機は梓杵式のもので

1,500kgの微粉炭が供給されると梓杵の移動により電気

接点を開いて受入を停止し,引続き圧送を開始する機構

になっている｡なおその秤量は目盛に表示され,その受､

入圧送を監視できるごとくなっている｡

(2)切替弁

この切替弁は輸送管の途中に置き輸送系統の切替を孝子

うもので,全系統に15台使用している｡その作動ほ兢HP■

の電動機による遠方操作可能のもので,機構は鋳鉄製ケ

ース内に2個のバルブ座とスライド弁をそなえ,外部から･

シャフトの回転によりその弁の開閉を行うものである｡

(3)制御盤

操作は第1系統と第2系統に分けて,それぞれに照光･

盤兼 作盤をそなえ,遠方集中制御方式を採用している｡

すなわち照光盤には各機器の象形を盤面に浮出し,同･

じ面に操作用釦を配置し,運転と同時に一目にして機器-

の運転状況がわかるようになっている｡制御のうち特長

のある点はつぎの点である｡

(A)プラクソ式輸送機がドラムに2回圧送すると自.

動的に停止する,いわゆる記 している′
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第6図 操

Fig.6.Operating Board

日 立 評

こと｡

これは輸送機が圧送する時の圧力上昇を圧力スイッチ

により検出し･1回ごとに記憶する方法によっている｡

(B)一つの釦で輸送回路の選択を行っていること｡

数個の切替弁を順次切替えて望みの回路を作り,完全に

回路ができない問は,輸送機が働かないようになってい

る｡

(C)インターロック回路

輸送の安全確実を計るため,圧縮機およびバッグフィ

ルタ用ブロワが回転しない限りほ輸送できないようにな

(第22京より続く)

区 別 登録番号

実用新案 449387

449394

449419

449430

449431

449432

449438

449439

449444

449445

第38巻 第12号

っている｡

(4)窒素ガス圧縮機

本機は圧送気流瀕として使用するもので,2偶のシリ

ンダを対称に配置し,往復動部分の慣性力を完全に釣合

せた振動の少ない高速,高性能圧縮機である｡

微粉炭の爆発を完全に防ぐため,取扱ガスには空気を

使用せず特に窒素ガスを使用し,また吐出ガス中に含ま

れる池に対しては,4段の油分離器によって完全にこれ

を除去している｡

〔ⅤⅠ〕性 能

各輸送機ほ仕様の輸送量を完全に満足する能力をもつ

ているが第2系統の輸送能力はつぎのとおりである｡

1サイクルに要する時間約5分～5分20秒

5分20秒として1時間にほ約11･3回送る訳で,輸送

量としては,約16t/bとなっている｡

〔ⅤⅠⅠ〕結

以上微粉炭の炉ガスへの輸送系統についてその概要を

のべた｡本装置ほ微粉炭用としてフラクソ方式による本

邦最初のものであるが,運転結果からみて運転の定量性,

輸送頻度における木方式の確実性が立

えよう｡

されているとい

工場の都合,石炭の荷役都合により万一輸送距離が増

大されても木方式が採用できることほ,本棟の大きな強

みである｡今後いろいろの微粉体の工場間移送用に本機

を貢献させてゆきたいと念願している｡

特 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許および実用新案
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